
　
交
通
問
題
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に

つ
い
て
聞
く
。

　
①
交
通
不
便
地
域
を
解
消

す
る
こ
と
が
公
共
交
通
復
権

に
つ
な
が
り
、
基
幹
交
通
と

し
て
の
東
西
交
通
の
重
要
性

が
生
き
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
何
十
年
間
の
交
通

政
策
は
間
違
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。

　
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
東
側
か
ら
整

備
す
る
と
な
る
と
、
当
初
予

算
と
の
整
合
は
図
ら
れ
る
の

か
、
バ
ス
路
線
、
運
営
主
体

は
ど
う
な
る
の
か
、
新
た
な

懸
念
が
生
じ
る
が
ど
う
か
。

　

①
市
で
は
８
年
に
県
・

周
辺
市
町
と
策
定
し
た
「
宇

都
宮
都
市
圏
都
市
交
通
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

と
と
も
に
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
社
会
環

境
の
変
化
に
適
宜
対
応
す
る

た
め
、
18
年
に
「
生
活
交
通

確
保
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

を
図
る
地
域
内
交
通
の
導
入

な
ど
に
取
り
組
み
、
21
年
に

は
「
宇
都
宮
都
市
交
通
戦
略
」

を
策
定
し
、
現
在
、
バ
ス
路

線
の
新
設
社
会
実
験
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
事
業
化
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後
の
軌
道
事

業
の
特
許
取
得
な
ど
に
お
い

て
全
体
区
間
の
具
体
的
な
計

画
が
必
要
な
た
め
、
当
初
予

算
に
全
体
に
関
わ
る
調
査
費

を
計
上
し
た
。

　

今
後
、
調
査
を
進
め
る
中

で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
有
機
的
に
つ

な
が
る
利
便
性
の
高
い
バ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
や
市

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
適
し
た
営

業
主
体
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
お
も
て
な
し 

②
中
心
部
の
に
ぎ

わ
い 

③
放
射
性
物
質
を
含
む
廃
棄

物
の
処
理 

④
地
域
福
祉
問
題 

⑤
総

合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
に
対
す
る
市
の

対
応 

⑥
大
谷
問
題

山本 正人
（市民連合）

交
通
問
題
解
消
へ

最
善
の
交
通
政
策
を

問

問

答

答　
自
転
車
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
聞
く
。

　
①
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

交
通
事
故
の
再
現
を
実
演
す

る
「
ス
ケ
ア
ー
ド 

ス
ト
レ

イ
ト
方
式
」
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
は
、
実
際
の
事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
認
識
す
る
上
で

極
め
て
有
効
で
あ
り
、
全
て

の
生
徒
が
、
中
学
在
学
中
に

こ
の
交
通
安
全
教
室
を
受
講

で
き
る
よ
う
、
全
中
学
校
で

定
期
的
に
実
施
す
べ
き
だ
。

　
②
自
転
車
の
運
転
マ
ナ
ー

向
上
と
、
事
故
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
と
そ
の
効
果
は
。

　

①
現
在
、
中
学
校
と
高

校
を
合
わ
せ
て
年
間
７
校
で

開
催
し
て
い
る
が
、
今
後
、

複
数
校
で
の
同
時
開
催
な

ど
、
効
率
的
な
開
催
が
で
き

る
よ
う
な
工
夫
や
、
関
係
機

関
に
開
催
協
力
を
依
頼
す
る

な
ど
、
出
来
る
限
り
多
く
の

学
校
で
開
催
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。

　

②
ル
ー
ル
遵
守
や
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
に
、
子
ど
も
免

許
事
業
や
高
齢
者
の
自
転
車

教
室
な
ど
の
交
通
安
全
教
室

の
実
施
や
、
地
域
、
学
校
、

警
察
と
連
携
し
た
街
頭
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
自
転
車
通
行
実
態
調
査
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
交

通
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て
い

る
と
評
価
す
る
割
合
が
増
加

傾
向
で
あ

り
、
着
実

に
マ
ナ
ー

向
上
が
図

ら
れ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
）
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援 

③
待
機
児

童
対
策 

④
耐
震
化
対
策
（
小
・
中

学
校
耐
震
化
の
加
速
、
天
井
等
落

下
防
止
対
策
）
⑤
平
和
教
育 
⑥
市

道
３
０
６
７
号
線
の
早
期
開
通

渡辺 通子
（公明党）

全
て
の
中
学
校
で

効
果
的
な
交
通
安
全

教
室
を
実
施
す
べ
き

　
①
土
地
需
要
減
が
ト
レ

ン
ド
と
な
っ
て
い
る
中
、
土

地
開
発
公
社
は
、
ど
の
よ
う

な
役
目
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
役
目
は
終
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
②
篠
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販

売
の
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
21
年
に
６
億
円
の
評

価
損
を
出
し
、
24
年
に
一
戸

あ
た
り
350
万
円
の
販
売
赤
字

を
出
す
よ
う
な
土
地
分
譲
政

策
を
続
け
て
い
く
の
か
。

　

①
将
来
と
も
に
市
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
様
々
な

施
策
事
業
を
進
め
る
中
で
、

施
設
整
備
な
ど
に
か
か
る
用

地
の
先
行
取
得
業
務
に
お
い

て
は
、
土
地
開
発
公
社
が
持

つ
専
門
性
や
迅
速
な
資
金
調

達
機
能
の
活
用
が
効
果
的
で

あ
り
、
現
在
、
土
地
開
発
公

社
の
廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
篠
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
分

譲
事
業
は
、
市
の
住
宅
政
策

の
一
環
と
し
て
良
質
で
低
廉

な
住
宅
地
の
供
給
や
市
北
西

部
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

土
地
開
発
公
社
が
９
年
度
か

ら
分
譲
し
て
お
り
、
現
在
、

全
310
区
画
の
う
ち
、
195
区

画
を
販
売
し
、
約
400
人
が
居

住
す
る
篠
井
地
区
最
大
の
自

治
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

早
期
完
売
に
向
け
、
今
後

と
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
、
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
備
え
た
土
地
開
発
公
社
が

主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
出

来
る
だ
け
内
部
管
理
経
費
の

縮
減
を
進
め
、
マ
イ
ナ
ス
幅

の
圧
縮
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
議
会
答
弁
の
あ
り
方 

②
Ｌ
Ｒ
Ｔ

導
入
へ
の
市
民
合
意
形
成 

③
荒
川
副

市
長
の
都
市
計
画
に
対
す
る
考
え
方 

④
中
期
財
政
計
画 

⑤
公
共
用
地
の
買

収 

⑥
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
支
援 

⑦
家
屋
・
空
き
地
の
適
正
管
理

半貫 光芳
（統　一）

土
地
開
発
公
社
と

篠
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

販
売
の
今
後
は

あ
な
た
と
市
議
会

６
月
の
定
例
の
一
般
質
問
か
ら

ここがききたい！ 一般質問

6

問

問

答

答

▲「スケアード ストレイト方式」
　 の交通安全教室の様子
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